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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における当社を取り巻く環境は、海岸堤防工事を中心とする東日本大震災の災害復旧

工事や、国土強靭化施策に基づく海岸・河川堤防等の社会インフラに対する事前防災、長寿命化対策など、公共投

資は引き続き高水準で推移しました。 

 当社グループでは、圧入技術で杭を地盤に押し込み、地球と一体化した粘り強い構造物を構築する「インプラン

ト工法」を早くから提唱、実践しており、「インプラント工法で世界の建設を変える」という経営方針のもと、国

際圧入学会（ＩＰＡ）や全国圧入協会（ＪＰＡ）と協働し、科学に裏付けられた合理的で確かな建設技術として、

その普及拡大に努めてきました。

 当第３四半期連結累計期間においては、国土交通省が運用するＮＥＴＩＳ(ネティス＝新技術情報提供システム)

に「硬質地盤クリア工法」が「活用促進技術」として指定されました。先に指定された「ジャイロプレス工法」と

共に、国内の公共事業におけるインプラント工法の位置付けは確実に高まっています。

 建設機械事業におきましては、新型圧入機「Ｆシリーズ」の販売が国内外で好調に推移しています。当第３四半

期連結累計期間に販売を開始した「サイレントパイラーＦ１１１」をはじめとする「Ｆシリーズ」は、「モジュー

ル化設計（構成部品の標準化）」に基づき、すべてのパーツを構造・形状・材料から見直し最適化を図り、広範な

地盤条件と施工環境に応じて最適な圧入施工が行える汎用性の高いモデルで、好評を博しています。 

 圧入工事事業におきましては、新設中の高知県市合築図書館の敷地内に設置される駐車場に、耐震地下駐車場

「エコパーク」が採用され、来年の竣工に向け施工中です。また、京都駅南口の駅前広場に納入した耐震地下駐輪

場「エコサイクル」３基に続き、京都市市庁舎前に新たに設置する２基の工事もスタートしました。いずれも「地

上に文化を、地下に機能を」のコンセプトのもと、当社が掲げる「建設の五大原則」に基づくプロポーザル形式に

よる受注であり、今後も地下開発製品の事業展開は本方針に基づき臨んでいきます。 

 設備投資におきましては、５月に千葉県浦安市に約12,000㎡の土地および建物を取得しました。今後の事業展開

を見据え、販売製品の保守機能強化および部品供給の拠点として年末稼働をめどに整備中です。 

 このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間における売上高は13,543百万円（前年同四半期比18.5％増）

となりました。利益面においては、営業利益2,295百万円（同23.1％増）、経常利益2,370百万円（同24.7％増）、

四半期純利益1,546百万円（同27.8％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ8,020百万円増加して、33,055百万

円となりました。これは、受取手形及び売掛金等の流動資産において948百万円、建設仮勘定等の固定資産にお

いて7,072百万円の増加があったことによるものであります。 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ6,932百万円増加して、15,803百万円

となりました。これは、短期借入金等の流動負債の増加6,948百万円に対し、長期借入金等の固定負債の減少15

百万円の差引合計によるものであります。 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1,088百万円増加して、17,252百万

円となりました。これは利益剰余金等の増加によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想につきましては平成27年４月６日公表の業績予想から変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

・税金費用の計算

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年８月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,226,612 4,715,898 

受取手形及び売掛金 4,053,908 6,699,153 

製品 672,739 342,673 

仕掛品 2,169,804 1,962,850 

未成工事支出金 18,636 37,900 

原材料及び貯蔵品 806,308 1,313,526 

繰延税金資産 728,655 725,296 

その他 357,514 191,376 

貸倒引当金 △18,757 △25,064 

流動資産合計 15,015,422 15,963,612 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,421,806 2,719,197 

機械装置及び運搬具 5,260,049 6,225,044 

土地 5,613,951 5,611,589 

建設仮勘定 740,465 5,930,930 

その他 565,831 666,278 

減価償却累計額 △6,421,839 △6,773,310 

有形固定資産合計 8,180,265 14,379,729 

無形固定資産 44,256 34,781 

投資その他の資産    

投資有価証券 193,784 732,700 

繰延税金資産 390,325 351,048 

その他 1,211,602 1,594,066 

貸倒引当金 △362 △0 

投資その他の資産合計 1,795,351 2,677,814 

固定資産合計 10,019,873 17,092,325 

資産合計 25,035,295 33,055,938 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年８月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,587,851 5,537,328 

短期借入金 255,462 4,746,432 

未払法人税等 1,009,533 307,723 

賞与引当金 403,990 185,442 

その他の引当金 10,531 19,740 

その他 1,053,115 2,471,948 

流動負債合計 6,320,484 13,268,615 

固定負債    

長期借入金 1,224,744 1,041,950 

製品機能維持引当金 505,169 600,646 

退職給付に係る負債 4,004 4,004 

その他 816,519 888,324 

固定負債合計 2,550,436 2,534,925 

負債合計 8,870,921 15,803,540 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,240,431 3,240,431 

資本剰余金 4,400,749 4,400,749 

利益剰余金 8,866,389 9,755,039 

自己株式 △302,545 △302,645 

株主資本合計 16,205,024 17,093,574 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,928 29,913 

為替換算調整勘定 △75,127 △20,426 

その他の包括利益累計額合計 △73,199 9,486 

新株予約権 32,549 149,336 

純資産合計 16,164,373 17,252,397 

負債純資産合計 25,035,295 33,055,938 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年９月１日 

 至 平成26年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年９月１日 
 至 平成27年５月31日) 

売上高 11,426,921 13,543,388 

売上原価 7,090,105 8,380,848 

売上総利益 4,336,816 5,162,539 

販売費及び一般管理費 2,471,484 2,866,558 

営業利益 1,865,331 2,295,981 

営業外収益    

受取利息 768 11,227 

受取配当金 2,391 2,406 

不動産賃貸料 15,071 21,999 

為替差益 43,041 55,694 

その他 19,525 13,997 

営業外収益合計 80,798 105,325 

営業外費用    

支払利息 8,565 7,587 

不動産賃貸費用 1,266 13,777 

たな卸資産廃棄損 33,680 － 

その他 1,999 9,882 

営業外費用合計 45,511 31,246 

経常利益 1,900,619 2,370,060 

特別利益    

固定資産売却益 22,817 － 

受取損害賠償金 39,666 － 

特別利益合計 62,484 － 

税金等調整前四半期純利益 1,963,103 2,370,060 

法人税等 753,444 823,985 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,209,659 1,546,074 

四半期純利益 1,209,659 1,546,074 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年９月１日 

 至 平成26年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年９月１日 
 至 平成27年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,209,659 1,546,074 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,809 27,985 

為替換算調整勘定 57,774 54,700 

その他の包括利益合計 61,583 82,686 

四半期包括利益 1,271,242 1,628,760 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,271,242 1,628,760 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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